
 

 

 

 

 

 

 

 本書では、施工計画における建設 CAD の活用例を

ご紹介します。 

施工計画 CAD 活用法 

※解説内容がオプションプログラムの説明である場合があります。 
ご了承ください。 

１．打ち合わせ資料の作成・・・・・・１ 

２．設計照査におけるCADの活用・・・７ 

３．面積を計測して求積表を配置・・・14 

４．図面にシンボルを配置・・・・・・18 

５．施工計画書への図面貼り付け・・・20 

６．道路規制図の作成・・・・・・・・22 

７．車両軌跡図で進入道路を確認・・・30 

 

 

 



 

１ ．打ち合わせ資料の作成 

図面を取り込みます。 

入力例で取り込む図面「全体平面図.dwg」は、「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編（サンプルデータ）
\4_建設CAD」フォルダーにあります。 

1 

「全体平面図.dwg」をクリックします。 

2 

4 

5 

3 

1 打ち合わせ資料の作成 

１－１ 
 

図面を取り込む 

次ページへ 

1 

2 

3 

4 

5 

［ファイル］をクリックします。 

［外部ファイルを開く］をクリッ

クします。 

フォルダーを指定します。 

 
ファイルを指定します。 

［開く］をクリックします。 

 

11  



 

１ ．打ち合わせ資料の作成 

10 

 

6 

初期状態では、背景色は黒色

ですが、本書では解説のため

白色に設定しています。 

元図面がA1で作成されている

場合でも用紙を設定することに

より自由に縮尺を変更できます。 

7 

8 

9 

6 

7 

8 

9 

10 

用紙サイズを設定します。 

配置方法、縮尺を設定しま

す。 
［OK］をクリックします。 

図面の配置位置をクリックし

ます。 

［OK］をクリックします。 

 

22  



 

１ ．打ち合わせ資料の作成 

写真の位置を示す円を入力します。 

1 

2 

3 

4 

5 

１－２ 
 

円を入力する 

1 

2 

3 

4 5 

円の中心、半径をクリッ

クします。 

［汎用］をクリックします。 

 
［円］をクリックします。 

 
［半径］をクリックします。 

 

33  



 

１ ．打ち合わせ資料の作成 

 雲形や吹き出しの入力 

［朱書・チェック］で［雲形］や

［吹出］を入力することもでき

ます。 

入力例では［詳細設定］で文字サイズ

を「２．５」に設定しています。 

引き出し線を入力します。 

1 

2 

3 

4 

5 

7 6 

［引出線文字入力］ダイアログが

表示されないときは［文字入力］

をクリックしてオンにします。 

１－３ 
 

引き出し線を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 6 7 

［汎用］をクリックします。 

［引出線］をクリックしま

す。 

引き出し線のタイプを選

択します。 

引き出す文字を入力し

ます。入力例では「支障

物」「電柱・信号機」と入

力します。 

引き出し線の始点、折

れ点、終点をクリックしま

す。 

44  



 

１ ．打ち合わせ資料の作成 

写真を貼り付けます。 

入力例で使用している「サンプル交差点.JPG」は「\FcApp\各種資料（土木）\サンプル\4_建設CAD」 
フォルダーにあります 

2 

1 

3 

6 

8 7 
11 

 

4 

9 10 

 

5 

１－１ 
 

写真を貼り付ける 

次ページへ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［汎用］をクリックします。 

 
［ラスタ］をクリックします。 

 
［配置］をクリックします。 

 

写真が保存されている

フォルダーを選択しま

す。 

写真をクリックします。 

［開く］をクリックします。 

7 

8 

9 

11 

10 

配置方法を選択します。

入力例では、［2点］をク

リックします。 

ドラフタとピックのアイコ

ンをオンにします。 

基準となる2点を指定し

ます。 

［OK］をクリックします。 

55  



 

１ ．打ち合わせ資料の作成 

 

15 

 

写真が配置されて、再度［ファイル選択］

ダイアログが表示されます。 

続けて写真を配置することもできますが、

ここでは、写真配置を終了するので、［キ

ャンセル］をクリックします。 

写真の配置が終わったら、

［入力モード：ドラフタ］の設定

をオフにします。 

12 

 

13 

 
14 

 

写真の配置位置をクリッ

クします。 

12 

13 

15 

14 

［設定：入力モード：ドラ

フタ］のアイコンをオンに

します。 

［キャンセル］をクリックしま

す。 

66  



 

２ ．設計照査におけるCADの活用 

２ページ目に新たな図面を取り込みます。 

入力例で取り込む図面「重機配置図.dwg」は「\FcApp\各種資料（土木）\サンプル\4_建設CAD」 
フォルダーにあります。 

1 

「重機配置図.dwg」をクリックします。 

2 

5 

6 

3 

4 

2 設計照査における CAD の活用 

２－１ 
 

新たな図面を取り込む 

次ページへ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［ＣＡＤ：ページ：追加］のアイ

コンをクリックします。 

［ファイル］をクリックします。 

［外部ファイルを開く］をクリッ

クします。 

［開く］をクリックします。 

 

ファイルを指定します。 

 

フォルダーを指定します。 

 

77  



 

２ ．設計照査におけるCADの活用 

10 

11 

9 

7 

8 

10 

7 

8 

9 

11 

配置方法、縮尺を設定します。 

用紙サイズを設定します。 

［OK］をクリックします。 

図面の配置位置をクリックし

ます。 

［OK］をクリックします。 

 

88  



 

２ ．設計照査におけるCADの活用 

2 1 

距離を計測します。 

3 

4 

5 

4 

［配置］をクリックします。 

ピックモードを設定すると、

正確な位置を指定すること

ができます。 

6 

距離の文字が

配置されます。 

２－２ 
 

距離を計測する 

1 

2 

3 

4 

6 

5 

縮尺を確認します。 

「現場系m」を選択します。 

［ツール：計測：２点間の距

離方向角］のアイコンをクリッ

クします。 

距離を計測する２点をクリッ

クします。 

99  



 

２ ．設計照査におけるCADの活用 

延長距離を確認します。 

2 

1 

4 

3 

２－３ 
 

延長距離を確認する 

次ページへ 

2 

3 

4 

1 ［ツール：計測：要素長］のア

イコンをクリックします。 

計測する線をクリックします。 

計測する線をクリックします。 

計測する線の選択を終了し

たら、［配置］をクリックしま

す。 

1100  



 

２ ．設計照査におけるCADの活用 

指定した線の距離（累計）

が配置されます。 

5 

5 距離の配置位置をクリックし

ます。 

1111  



 

２ ．設計照査におけるCADの活用 

面積を計測します。 

2 

1 

3 

7 

5 

4 

6 

塗り潰しが配置されます。

（面積の選択時の色が重な

った状態） 

２－４ 
 

面積を計測する 

次ページへ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［ツール：計測：面積］のアイ

コンをクリックします。 

［閉合図形］をクリックします。 

計測する面積の閉合部分を

クリックします。 

［設定］をクリックします。 

面積を表示する文字のサイ

ズ、塗り潰す色などを設定し

ます。 

［OK］をクリックします。 

［塗潰し配置］をクリックしま

す。 

1122  



 

２ ．設計照査におけるCADの活用 

 

面積が配置されます。 

8 

9 

8 

9 

［文字配置］をクリックしま

す。 

面積の配置位置をクリッ

クします。 

1133  



 

３ ．面積を計測して求積表を配置 

面積を計測します。 

1 

表の配置位置をクリックする前に、文

字サイズや符号・距離のあり/なしを

シミュレーションできます。 

2 

3 
9 

10 

 

11 

 12 

 

14 

 

13 

 

4 

5 

6 

7 

8 

3 面積を計測して求積表を配置 

３－１ 
 

面積を計測する 

1 

2 

3 

4 

［土木］をクリックします。 

［ヘロン三斜］をクリックします。 

［範囲］をクリックします。 

5 6 7 8 

9 

求積する範囲を指定します。 

右クリックして［OK］をクリック

します。 

10 

11 

12 

13 

14 

［表名称］を入力します。 
 
［計算方法］を指定します。 
 
［OK］をクリックします。 
 
インプットバーで表示させる

値、文字サイズなどを設定し

ます。 
 
表の配置位置をクリックします。 
 

1144  



 

３ ．面積を計測して求積表を配置 

求積表をEXCELに変換します。 

1 

3 

4 

2 

求積表のデータがEXCEL形式の

データに変換されます。 

３－２ 
 

求積表をEXCELに変換する 

1 

2 

3 

4 

［土木］をクリックします。 

［表訂正］をクリックします。 

表をクリックします。 

［書込み］をクリックします。 

1155  



 

３ ．面積を計測して求積表を配置 

5 

7 

閉合領域の土量を計測します。 

入力例で使用している「横断図 .sfc」は「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編（サンプルデータ）
\5_建設CAD」フォルダーにあります。 

1 

2 

3 

6 

9 

12 

4 

8 

10 

 

11 

 

13 

 

［塗潰し設定］ボタンで、土量領域を

塗り潰す色を設定できます。 

土量の領域に塗潰しが

配置されます。 

３－３ 
 

閉合領域の土量を計測する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［土木］をクリックします。 

［土量］をクリックします。 

［土量計算］をクリックし

ます。 

［範囲指定］をクリックし

ます。 

インプットバーで現況レ

イヤと計画レイヤを選択

します。 

［設定］をクリックします。 

7 

8 

9 

10 11 

13 

12 

計画線の中から法面と

して判断するための条

件を設定します。 

［OK］をクリックします。 

［塗潰し配置］のチェック

をオンにします。 

算出する四角形範囲の

２点をクリックします。 

縮尺と算出された土量、

法面を適用する項目を

設定します。 

［OK］をクリックします。 

1166  



 

３ ．面積を計測して求積表を配置 

 

 土量計算書の出力 

［土木］－［土量］－［土量集

計］で土量計算書を出力する

こともできます。 

表を配置します。 

2 

1 

３－４ 
 

表を配置する 

1 

2 

［表配置］をクリックして、

表の配置位置をクリック

します。 

［表配置］をクリックして、

表の配置位置をクリック

します。 

1177  



 

４ ．図面にシンボルを配置 

図面に重機のシンボルを配置します。 

入力例で使用している「重機配置図 .dwg」は「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編（サンプルデータ）
\4_建設CAD」フォルダーの中にあります。 

1 

2 

3 

11 

 

4 

5 

6 7 

8 

12 

 
9 

10 

 

13 

 

4 図面にシンボルを配置 

４－１ 
 

重機のシンボルを配置する 

1 

2 

3 

4 5 

［ファイル選択］の［▼］をクリ

ックして、「14重機」をクリック

します。 

［土木］をクリックします。 

［シンボル］をクリックします。 

［配置］をクリックします。 

6 7 

［グループ］で「油圧ショベル

<1:50>」［シンボル］で「①

0.25m3」をクリックします。 

8 

9 ［倍率固定］のチェックをオン

にします。 

10 

11 

12 

13 ［取消］をクリックします。 

配置位置をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

補正倍率を設定します。 

［配置］をクリックします。 

1188  



 

４ ．図面にシンボルを配置 

 
トラックを配置します。 

2 

1 

5 

6 

4 

7 

3 

４－２ 
 

トラックを配置する 

1 

2 

3 

4 

5 

［グループ］で「⑤トラック

<1:50>」をクリックします。 

［シンボル］で「①トラック

2.0」をクリックします。 

［配置］をクリックします。 

補正倍率を確認します。 

［OK］をクリックします。 

6 

7 

配置位置をクリックします。 

配置が完了したら、右クリッ

クして［中止］をクリックしま

す。 

1199  



 

５ ．施工計画書への図面貼り付け 

3 

前記「４ 図面にシンボルを配置」（Ｐ.18・19参照）でシンボルを配置した ＣＡＤの図面の一部を塗り潰してＥＸＣＥＬ
に貼り付けます。 

1 

2 

4 

5 

6 

5 施工計画書への図面貼り付け 

５－１ 
 

施工計画書にＣＡＤの図面を貼り付ける 

次ページへ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

塗り潰す領域をクリックしま

す。 

［コピー［範囲指定］］をクリッ

クします。 

［汎用］をクリックします。 

［塗潰］をクリックします。 

［入力モード］で［閉合図形］

を選択し、［塗潰し色］を設

定します。 

［編集］をクリックします。 

2200  



 

５ ．施工計画書への図面貼り付け 

 

［OK］をクリックします。 

 

「サンプル施工計画書.xls」を起動して貼り付け、大きさ

と位置を合わせます。「サンプル施工計画書 .xls」は、

「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編（サンプ

ルデータ）\4_建設CAD」フォルダーの中にあります。 

7 

8 

9 

10 

 

7 8 

9 

10 

コピーする範囲を指定しま

す。 
 

EXCELを起動して貼り付

け、大きさと位置を合わせま

す。 
 

2211  



 

６ ．道路規制図の作成 

2 

7 

10 

紙図面をスキャンしてラスタデータとして保存します。 

入力例で使用している「サンプル平面図.tif」は「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編（サンプルデータ）
\4_建設CAD」フォルダーの中にあります。 

1 

4 

5 

6 

9 

3 

11 

 

12 

 

入 力 単 位 は

［現場系m］に

設定します。 

8 

6 道路規制図の作成 

６－１ 
 

紙図面をラスタデータとして保存する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［設定］－［縮尺：追加］のア

イコンをクリックします。 

［縦縮尺］［横縮尺］に紙図

面 の 縮 尺 （ 入 力 例 で は

「1000」）を入力します。 

［OK］をクリックします。 

［汎用］をクリックします。 

 
［ラスタ］をクリックします。 

 

7 

8 

9 

［配置］をクリックします。 

 
フォルダーを指定します。 

 
図面のファイルを指定します。 

 
［開く］をクリックします。 

 

10 

11 

12 

配置方法を指定します。 

配置基準を指定します。 

［OK］をクリックします。 

2222  



 

６ ．道路規制図の作成 

18 

 

19 

 

13 

 

ラスタが配置されて、再度［画像挿

入］ダイアログが表示されます。 

続けてラスタを配置することもでき

ますが、ここでは、ラスタ配置を終了

するので、［キャンセル］をクリック 

します。 

15 

 

14 

 

16 

 

17 

 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

入力例では、用紙サイズを変更す

るので、画面下に表示されている

用紙サイズをダブルクリックしま

す。 

［読込み］をクリックします。 

「43 A3（横）」を選択します。 

［OK］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

配置位置をクリックします。 

［キャンセル］をクリックします。 

2233  



 

６ ．道路規制図の作成 

 ラスタの表示色 

線をなぞりやすいように、［設

定］－［システムカラー設定］コ

マンドでラスタの表示色を変更

できます。 

配置したラスタを背景にして道路部分などを入力します。 

2 

4 

5 

6 

1 

3 

7 

10 

 

8 

9 

６－２ 
 

道路部分などを入力する 

1 

2 

3 

5 

6 

4 

7 

8 9 10 

円弧の始点、中点、終点を

クリックします。 

 

［汎用］をクリックします。 

［円弧］をクリックします。 

［３点外接］をクリックします。 

ラスタの表示を元に線の始

点、終点をクリックします。 

［汎用］をクリックします。 

［単線］をクリックします。 

2244  



 

６ ．道路規制図の作成 

施工箇所を入力します。 

［設定］ボタンで特殊線の幅を変更できます。 

11 

 

12 

 

13 

 

16 

 
17 

 

2 

1 

4 

3 

6 

5 

15 

 

14 

 

６－３ 
 

施工箇所を入力する 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

［汎用］をクリックします。 

［平行線］をクリックします。 

平行の基準となる線をクリッ

クします。 

［方向］を指定します。 

［移動量］に道路幅（入力例

では「9」）を入力します。 

 
［入力］をクリックします。 

［終了］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［土木］をクリックします。 

［特殊図形］をクリックします。 

［特殊線］をクリックします。 

［その他］をクリックします。 

「TYPE9」を選択します。 

［OK］をクリックします。 

2255  



 

６ ．道路規制図の作成 

［土木］－［ハッチング］コマンドを使用して入力することもできます。 

8 

7 

2 

1 

9 7 8 

9 

施工箇所の範囲を指定しま

す。 

指定を終了したら、右クリック

して、［OK］をクリックします。 

2266  



 

６ ．道路規制図の作成 

 

作業車を入力します。 

9 

2 

1 

11 

 

3 

6 

5 

7 

4 

入力例では［シンボ

ル回転角］に「98」、

［補正倍率］に「0.1」

と入力します。 

12 

 

8 
10 

 

６－４ 
 

作業車を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

［土木］をクリックします。 

 
［シンボル］をクリックします。 

 
［配置］をクリックします。 

 

ファイルを選択します。 

グループを選択します。 

シンボルを選択します。 

［配置］をクリックします。 

［倍率固定］のチェックをオン

にします。 

［シンボル回転角］［補正倍

率］などを入力します。 

配置位置をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

シンボルの配置を終了した

ら、右クリックして［中止］をク

リックします。 
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６ ．道路規制図の作成 

8 

4 

凡例を入力します。 

入力例で使用する凡例「サンプルシンボル表 .xls」は「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編（サンプル
データ）\4_建設CAD」フォルダーの中にあります。 

2 

1 

3 

6 

5 

この位置でマウスを

ドラッグして、ダイア

ログを広げることが

できます。 

7 

9 

６－５ 
 

凡例を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

［土木］をクリックします。 

［表配置］をクリックします。 

［ＥＸＣＥＬ］の［読込み］をクリ

ックします。 

フォルダーを選択します。 

ファイルを選択します。 

［開く］をクリックします。 

読み込むシートなど各種設

定を確認して、［OK］をクリッ

クします。 

表の内容を確認します。 

［OK］をクリックします。 
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６ ．道路規制図の作成 

 

読み込まれたＥＸＣＥＬの内容に準じた表がＣＡＤデータとして配置

され、連続して表を配置できるように、再度［表設定］ダイアログへ

戻ります。 

入力例では表配置処理を終了するので、［終了］をクリックします。 

10 

 

11 

 

10 

11 

表の配置位置をクリックし

ます。 

［終了］をクリックします。 
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７ ．車両軌跡図で進入道路を確認 

5 

車両軌跡を入力します。 

入力例で使用している「車両軌跡 .mss」は「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編（サンプルデータ）
\5_建設CAD」フォルダーの中にあります。 

1 

2 3 4 

6 

7 
8 

11 

 

10 

 

9 

道路の中心線が入力されていると

きは、［要素選択］で道路の中心線

を指定することもできます。 

12 

 

7 車両軌跡図で進入道路を確認 

７－１ 
 

車両軌跡を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［土木］をクリックします。 

［車両軌跡］をクリックします。 

［任意点指定］を選択します。 

［車両設定］をクリックします。 

［車両種類］を選択し、幅、

長さなどを設定します。 

［OK］をクリックします。 

8 9 10 11 

道路の中心をクリックします。 

12 道路の中心の指定を終了し

たら、右クリックして、［OK］を

クリックします。 
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７ ．車両軌跡図で進入道路を確認 

 

通行可能であることが

確認できます。 

いかかでしたか？ 

EX-TREND武蔵の建設CADを活用すれば、CAD
画面から施工計画を検討することができます。 
また、ＣＡＤ画面を利用してワンランク上の施工計画
書などが作成できます。 
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